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平
成
三
十
年
九
月
三
十
日

　

初
秋
の
候
、
町
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
三
十
年
九
月
飛
木
稲
荷

神
社
大
祭
に
あ
た
り
町
内
の
皆
様
方
に
は

格
別
な
る
ご
奉
納
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
わ
り
お
陰
様
に
て
無
事
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
も
祭
礼
役
員
各
位
を
始
め

氏
子
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
大
祭
は
、
私
が
祭
礼
委
員
長
、

多
賀
、
峯
岸
両
氏
が
副
委
員
長
と
し
て
、

各
祭
礼
部
の
部
長
を
は
じ
め
部
員
の
方
々

で
祭
礼
委
員
会
を
発
足
し
事
前
に
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
ご
奉
仕
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
大
人
神
輿
に
つ
い
て
、

担
ぎ
手
不
足
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
他
町
会
や
そ
の
他
の
若
手
担
ぎ
人

の
応
援
を
得
て
何
と
か
出
陣
で
き
る
こ
と

と
な
り
、
神
社
参
拝
で
の
連
合
渡
御
と
町

内
渡
御
を
盛
大
に
行
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
担
ぎ
棒
の
軽
量
化
で
丸
型

か
ら
角
型
に
変
更
し
て
大
変
満
足
し
て
お

り
ま
す
。
前
日
の
子
供
神
輿
と
太
鼓
山
車

の
町
内
巡
行
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
太
鼓

山
車
も
従
来
の
稚
児
を
乗
せ
て
座
ら
せ
る

形
か
ら
、
山
車
の
台
車
下
部
周
囲
に
踏
み

台
を
設
置
し
て
立
ち
な
が
ら
太
鼓
を
た
た

く
様
式
に
変
更
し
ま
し
た
。
移
動
中
は
子

供
た
ち
に
は
乗
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
休

憩
場
所
で
停
止
し
た
時
に
子
供
た
ち
を
乗

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

齋
藤
　
祐
子

【

婦

人

会

】

多
賀
　
康
之

せ
て
太
鼓
を
打
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
の
方
式
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
婦
人
会
の
模
擬
店
と
子
供

会
の
ゲ
ー
ム
大
会
が
賑
や
か
に
執
り
行
わ

れ
、
演
芸
部
の
富
く
じ
も
高
額
景
品
が
多

数
あ
り
、
会
場
も
盛
り
上
が
り
和
や
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
こ
と
感
謝
と
と
も
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。人
数
の
少
な
い
中
、

各
役
員
の
方
々
、
事
前
準
備
か
ら
片
付
け

ま
で
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に

町
内
の
皆
様
な
ら
び
に
町
会
役
員
の
方
々

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
九
月
六
日
か
ら
九

日
ま
で
飛
木
稲
荷
神
社
の
大
祭
に
向
け
て

二
日
か
ら
準
備
が
始
ま
り
婦
人
部
で
は
、

総
務
の
準
備
と
兼
務
し
宵
宮
の
支
度
か

ら
始
ま
り
受
付 

昼
食
準
備 

大
人
神
輿
の

食
事
の
準
備 

演
芸
の
お
手
伝
い
そ
し
て
、

模
擬
店
で
は
、
イ
カ
焼
き 

焼
そ
ば 

飲
み

物
な
ど
特
に
今
年
は
大
祭
で
す
の
で
、
演

芸
の
富
く
じ
で
は
、
ス
テ
キ
な
豪
華
な
景

【

大

人

神

輿

】

　

今
年
は
、
飛
木
稲
荷
神
社
の
四
年
に
一

度
の
神
幸
大
祭
で
、
連
合
渡
御
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
連
合
渡
御
は
飛
木
稲
荷
神
社
の

氏
子
十
一
町
会
の
神
輿
が
勢
揃
い
し
て
、

神
社
の
お
祓
い
を
受
け
に
宮
入
り
し
て
い

　

今
年
も
祭
礼
の
子
供
御
輿
、
山
車
の
町

内
巡
行
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
、

他
町
会
か
ら
の
子
供
達
も
低
学
年
か
ら
高

学
年
ま
で
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
人
数
が
多
い
と
重
い
御
輿
を
あ
げ
る

の
に
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
特
に
高
学
年

は
身
長
も
高
く
な
り
、
子
供
達
の
成
長
を

感
じ
ま
す
。
模
擬
店
は
輪
投
げ
に
加
え
、

本
年
も
並
木
様
の
ご
好
意
に
よ
り
楽
し
い 婦人会のメンバーの方々

【

子

供

会

】

加
納
　
己
代
子

ご
利
益
を
町
内
中
に
振
り
ま
き
ま
し
た
。

二
か
所
の
休
憩
場
所
で
大
い
な
る
歓
待
を

受
け
、
酒
の
上
で
の
い
さ
か
い
も
な
く
、

皆
様
と
て
も
気
持
ち
よ
く
担
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

欲
を
言
え
ば
、
あ
と
十
人
ほ
ど
の
担
ぎ

手
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
交
代
も
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
部
、
総
務

部
の
ご
協
力
も
得
て
無
事
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
争
い
ご
と
も
、
怪
我
も
な
く
、

終
わ
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

く
も
の
で
す
。
一
番
八
広
北
町
会
、
二
番

京
島
三
丁
目
北
町
会
、
三
番
京
島
三
丁
目

中
央
町
会
、
五
番
京
島
二
丁
目
協
和
町
会

に
続
き
、
我
が
押
上
一
丁
目
仲
町
会
は
六

番
で
先
頭
か
ら
五
番
目
に
並
び
ま
す
。
役

員
は
朝
の
六
時
に
集
合
し
て
、
神
輿
を
組

み
上
げ
ま
し
た
。
担
ぎ
棒
と
半
纏
を
新
調

し
、
神
輿
が
上
が
ら
な
い
の
は
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
す
か
ら
、
色
々
な
方
に
助
っ
人

を
頼
ん
だ
お
か
げ
も
あ
り
、
総
勢
五
十
名

強
の
担
ぎ
手
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
八
時
二
十
分
手
締
め
に
続
き
、
神
輿

を
担
ぎ
あ
げ
、
神
酒
所
を
出
ま
し
た
。
通

り
に
出
ま
す
と
、
打
合
せ
は
し
て
い
な
い

の
で
す
が
、
踏
切
の
向
こ
う
の
押
上
二
丁

目
町
会
の
神
輿
も
丁
度
出
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
期
せ
ず
し
て
、
六
番
、
七
番
が
並
ん

で
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
二
基
だ
け
で
も
並
ん
で
担
ぐ
と
、
否

応
な
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。
集
合
場
所
は
、

新
あ
づ
ま
通
り
で
、
四
ツ
目
通
り
か
ら
順

番
に
五
基
目
の
場
所
の
張
り
紙
の
上
に
お

ろ
し
ま
し
た
。
九
時
か
ら
神
社
総
代
代
表
、

宮
司
、
地
元
選
出
の
衆
議
院
議
員
の
挨
拶

の
後
、
総
代
の
一
本
締
め
で
式
典
が
終
わ

り
、
役
員
は
自
分
の
町
会
の
神
輿
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
九
時
十
五
分
、
神
社
か
ら

の
合
図
が
あ
り
、
一
斉
に
神
輿
が
上
が
り

ま
し
た
。
神
輿
が
十
一
基
一
斉
に
上
が
っ

て
、
縦
に
並
ん
で
担
い
で
い
く
の
は
勇
壮

で
し
た
。
神
社
へ
行
く
ま
で
に
踏
切
を
通

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
安
全
の
配

慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
神
社
に
一
基
、

踏
切
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
一
基
、
四
ツ
目

通
り
か
ら
踏
切
ま
で
に
三
基
と
い
う
ル
ー

ル
を
守
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
渡
御
が
で
き
ま

し
た
。

　

神
社
の
お
祓
い
を
受
け
、
神
酒
所
に

帰
っ
て
き
て
、
お
昼
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

午
後
は
町
内
巡
行
に
出
ま
し
た
。「
自
分

の
家
の
前
を
通
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
神
輿
の
入
れ

な
い
路
地
を
除
き
、
す
べ
て
の
道
を
回
り
、

祭礼の役員の方々

子供会のメンバー

町会役員の方々

品
が
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
あ
っ
て
無
事
盛
大
に
終

わ
る
事
が
出
来
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　
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】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

一
七
、
曳
舟
川
通
り
（
二
）　

　

猛
暑
続
き
の
夏
だ
っ
た
が
、
今
年
の
飛

木
神
社
の
大
祭
は
、
快
適
な
晴
天
に
恵
ま

れ
、
盛
大
に
終
了
し
た
。
数
日
後
か
ら
天

候
が
崩
れ
た
の
で
、
大
変
に
幸
運
だ
っ
た
。

多
く
の
人
達
の
協
力
で
充
実
し
た
行
事
が

出
来
た
事
は
、
大
変
に
喜
ば
し
い
事
で
、

町
会
の
今
後
も
益
々
発
展
す
る
事
だ
ろ
う
。

　

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
様
に
本
所
上
水

の
内
、
下
流
の
②
亀
有
（
葛
飾
区
）
か
ら

④
小
梅（
墨
田
区
向
島・押
上
）ま
で
を「
曳

舟
川
」
と
呼
ん
で
い
た
様
で
す
（
左
図
参

照
、
カ
ッ
コ
内
は
現
在
の
名
称
）。

次
号
に
続
く

　

こ
の
区
間
で
曳
舟
に
旅
人
を
乗
せ
、

長の
ど
か閑
な
田
園
の
中
を
運
行
し
、
旅
を
楽
し

ま
せ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
曳
舟
川

西
岸
の
土
手
通
り
は
「
四
つ
木
街
道
」
と

も
呼
ば
れ
、
当
時
は
向
島
地
区
を
南
北
に

通
る
唯
一
の
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
多
く

の
旅
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
方
面
か
ら
四
つ
木
街
道
を
北
上
す

る
と
、亀
有
で
旧
水
戸
街
道（
陸
前
浜
街
道
）

に
、
ま
た
手
前
の
四
ツ
木
で
は
旧
官
道
東

海
道
（
下
総
街
道
、
奥
戸
街
道
、
立
石
道

と
も
）
に
接
続
し
ま
す
。

　

四
ツ
木
街
道
は
、
江
戸
か
ら
北
上
す
る

日
光
街
道
を
千
住
宿
ま
で
の
間
を
補
完
す

る
迂
回
幹
線
道
路
と
し
て
大
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　

次
の
絵
は
前
号
で
ご
紹
介
し
た
江
戸
後

期
に
安
藤
広
重
が
描
い
た
有
名
な
「
名
所

江
戸
百
景
」
の
中
の
「
小
梅
堤
」
で
す
。

当
時
の
曳
舟
川
の
小
梅
村
界
隈
の
様
子
を

極
め
て
忠
実
に
描
い
て
い
ま
す
。
長
閑
な

田
園
風
景
が
江
戸
の
名
所
だ
っ
た
の
で
す
。

　

曳
舟
川
に
架
か
る
三
つ
の
橋
は
手
前

か
ら
八は
っ
た
め
ば
し

反
目
橋
（
言
問
通
り
と
の
交
差

点
付
近
）・
庚こ
う
し
ん
づ
か
ば
し

申
塚
橋
・
七し
ち
ほ
ん
ま
つ
ば
し

本
松
橋
（
現

女
性
セ
ン
タ
ー
交
差
点
）
で
す
。
こ
れ

ら
の
橋
が
い
つ
頃
に
架
け
ら
れ
た
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
梅
〜
四
ツ

木
間
に
は
江
戸
時
代
末
期
、
こ
れ
ら
の

橋
の
他
に
幾
つ
か
の
橋
が
架
か
っ
て
い

ま
し
た
。
よ
っ
て
こ
の
間
の
「
曳
舟
」

は
既
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
私
は
推
測

し
て
い
ま
す
。「
曳
舟
」
は
橋
が
な
か
っ

た
四
ツ
木
〜
亀
有
間
（
約
二
．
八
㎞
）

で
の
み
運
行
さ
れ
、
安
藤
広
重
画
「
四

ツ
木
通
り
用
水
・
曳
舟
」
の
絵
も
こ
の

間
の
風
景
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
村
尾
正
靖
と
い
う
武
士

が
書
い
た
「
嘉か
り
ょ
う
き
こ
う

陵
紀
行
」
に
曳
舟
を
利

用
し
た
旅
の
様
子
が
絵
図
と
共
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
歩
い
た
と

考
え
ら
れ
る
小
梅
〜
四
ツ
木
間
は
略
地

図
を
、
四
ツ
木
〜
亀
有
ま
で
の
間
を
曳

舟
に
乗
り
旅
を
楽
し
ん
だ
と
絵
図
と
共

に
記
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
に

活
躍
し
た
「
曳
舟
」
は
明
治
の
初
め
頃

ま
で
続
き
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
入
る

と
人
力
車
等
交
通
手
段
の
発
達
・
普
及

に
伴
い
、
一
八
八
一
〜
二
（
明
治
一
五

〜
六
）
年
頃
に
は
衰
退
し
や
が
て
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
の
富
国
政
策
、
殖
産
政
策

に
よ
り
墨
東
地
区
に
は
沢
山
の
工
場
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
石
鹸
・
油
脂
・
皮
革
・

紡
績
・
繊
維
・
煉
瓦
・
マ
ッ
チ
・
自
転
車
・

時
計
・・・
等
の
工
場
で
す
。
墨
東
地
区
は
、

こ
れ
ら
の
多
く
の
製
品
が
日
本
で
初
め

て
作
ら
れ
た
場
所
な
の
で
す
。

明
治
時
代
後
半
ま
で
は
ま
だ
曳
舟
川
界
隈

は
長
閑
な
田
園
地
帯
で
し
た
。
一
九
〇
八

（
明
治
四
一
）
年
頃
、
詩
人
北
原
白
秋

（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）
は
故
郷
の
福

岡
県
柳
川
を
偲
ん
で
、
次
の
様
な
詩
「
片

恋
」
で
曳
舟
川
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
シ
ヤ
の
金
と
赤
と
が
散
る
ぞ
え
な

か
は
た
れ
の
秋
の
光
に
散
る
ぞ
え
な

片
恋
の
薄
着
の
ね
る
の
わ
が
憂
い

曳
舟
の
水
の
ほ
と
り
を
行
く
こ
ろ
を

（「
春
の
う
ら
ら
の
隅
田
川
」
で
始
ま
る
滝

廉
太
郎
の
名
曲
「
花
」
も
明
治
三
三
年
の

発
表
で
す
。）

　

こ
の
様
な
詩
情
溢
れ
て
い
た
景
観
の
曳

舟
川
沿
岸
に
も
工
業
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、
順
次
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
都

心
か
ら
極
め
て
近
く
、
工
場
用
の
広
い

敷
地
を
安
価
に
入
手
出
来
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
ま
た
資
材
や
製
品
の
輸
送
に
も
曳
舟

川
で
の
水
運
利
用
が
可
能
で
工
場
立
地
に

適
し
て
い
ま
し
た
。

　

曳
舟
川
沿
い
に
あ
っ
た
主
な
工
場
は
、

ミ
ツ
ワ
石
鹸
、
資
生
堂
、
鳥
井
陶
器
、
共

和
レ
ザ
ー
、
富
士
革
布
、
永
柳
コ
ル
ク
、

帝
国
発
条
、
大
同
製
鋼
、
菊
美
酒
造 （
現

合
同
酒
精
）、
日
本
鋼
釘
、・
・
・
等
。

　

写
真
①
は
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年

の
鳥
井
陶
器
所
寺
島
工
場
（
八
広
一
ー
一
、

現
文
栄
堂
書
店
）
正
門
前
の
様
子
で
す
（
曳

舟
川
通
り
と
明
治
通
り
と
の
交
差
点
の
位

置
に
あ
た
り
ま
す
）。
門
前
の
曳
舟
川
か
ら

船
で
製
品
の
煉
瓦
を
出
荷
し
て
い
ま
す（
鳥

井
一
郎
氏
蔵
）。

　

鳥
井
陶
器
工
場
で
造
ら
れ
た
煉
瓦
は
、

現
在
で
も
日
本
銀
行
の
地
下
室
や
東
京
駅

の
貴
賓
室
通
路
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（「
東
京
駅
と
煉
瓦
」
よ
り
）

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
の
関

東
大
震
災
後
の
復
興
事
業
で
明
治
通
り
が

開
通
し
、
曳
舟
川
に
前
沼
橋
が
、
ま
た
桜

橋
通
り
に
は
曳
舟
橋
が
そ
れ
ぞ
れ
架
け
ら

れ
ま
し
た
。
並
行
し
て
放
射
六
号
線
（
現

水
戸
街
道
）
の
建
設
も
着
工
し
ま
し
た
が
、

四
ツ
木
橋
と
曳
舟
川
通
り
と
の
合
流
完
成

は
、
関
東
大
震
災
後
二
九
年
を
経
た
戦
後

は
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
な
り
ま

し
た
。

【

防

火

防

災

部

】

　

防
火
防
災
部
は
祭
礼
の
為
今
回
は
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

十
一
月
九
日
〜
十
一
月
十
五
日
ま
で
秋
の

火
災
予
防
週
間
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
十
一
月
十
一
日
（
日
）
に
は
押
上

一
丁
目
町
会
と
の
合
同
防
災
訓
練
が
あ
り

ま
す
。

　

場
所
は
当
町
会
内
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
杉
　
誠
一 子供神輿の子供達

写真①鳥井陶器所寺島工場

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
男
の
子
に
は
射

的
が
人
気
で
し
た
。

  

本
年
も
休
憩
所
の
提
供
は
じ
め
町
会
の

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

俳
句
（
寄
稿
）

前
回
に
続
き『
俳
句
』を
四
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

❀　

草
む
ら
の
椋ム
ク
ド
リ鳥
狙
ふ
子
猫
の
足

鳥
を
狙
っ
て
い
る
猫
の
前
足
が
面
白
か
っ
た
。

❀　

運
動
会
静
ま
り
か
へ
る
組
体
操

生
徒
達
も
親
達
も
緊
張
が
走
る
。

❀　

渡
し
場
の
鎖
の
さ
び
や
蓮ハ
ス
ミ
ブ
ネ

見
舟

舟
は
小
さ
か
っ
た
が
真
っ
赤
に
錆
び
た

鎖
が
心
配
だ
っ
た
。

❀　

古
書
店
の
媼オ
ウ
ナの
欠ア
ク
ビ伸
台
風
過

笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
一
瞬
で
す
。


